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言百
一
．
こ
い
の
ぽ
り

　
つ
か
ま
え
た
～
・
■_＿_

　
　
　
　
　
　
　
）

　
壬
生
総
合
公
園
の
５
月
の
空
に
、
横
一
列
に
並
ん
で
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ

り
。

　
　
「
お
も
ち
や
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
お
も
ち
や
博

物
館
、
壬
生
総
合
公
園
は
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
、
五
月

晴
れ
の
も
と
、
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。



清
水
町
政
一
二
期
目
が
ス
タ
ー
ト

　
３
月
2
2
目
の
壬
生
町
長
選
挙
で
、
前
回
に
続
き
無
投
票
当
選
を
し
た

清
水
英
世
町
長
が
４
月
1
7
目
、
三
期
目
の
初
登
庁
を
し
ま
し
た
。

　
職
員
に
拍
手
と
花
束
で
迎
え
ら
れ
、
続
い
て
、
正
庁
に
お
い
て
「
夢

と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
緑
園
都
市
・
。
み
ぷ
。
の
創
造
に
つ
な
が
る
全
国
都

市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
の
成
功
と
公
的
介
護
保
険
制
度
の
確
立
に
向
け

て
、
初
心
に
返
っ
て
取
り
組
み
、
2
1
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
町

民
の
立
場
に
立
っ
て
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
訓
示
し
、
清
水
町
政
の
三

期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

に
あ

　
こ
の
た
び
、
町
民
各
位
の
暖
か
い
ご
支
援
に
よ

り
、
三
た
び
当
選
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、

引
き
続
き
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ま
方
の
ご
期
待
に
お
応
え
す
べ
く
、
初

心
に
か
え
り
、
誠
心
誠
意
町
政
発
展
の
た
め
努
力

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
お
Ｉ
層
の
ご

指
導
、
ご
鞭
挫
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
私
は
、
平
成
２
年
４
月
、
町
長
に
就
任
以
来
、

２
期
８
年
間
「
2
1
世
紀
に
翔
く
活
力
あ
る
み
ぶ
」

を
目
指
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
、
（
誇
れ
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
）

ち
づ
く
り
事
業
」
や
「
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事

業
」
な
ど
、
国
や
県
の
補
助
事
業
を
導
入
し
、
全

国
町
村
で
始
め
て
電
線
地
中
化
方
式
に
よ
り
、

こ
閤
学
通
り
“
を
整
備
し
た
り
、
フ
ハ
手
門
通
り
‘

や
城
址
公
園
の
周
辺
整
備
を
園
る
な
ど
し
て
、
城

下
町
に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
景
観
の
再
現
に
努
め
た

ほ
か
、
桜
の
名
所
東
雲
公
園
の
整
備
も
目
玉
と
な

る
吊
り
橋
形
式
の
人
遺
構
の
完
成
と
併
せ
て
順
調

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
導
入
し
た
の
加
自
治
省
指
定
の
「
い
き

い
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
メ
ル
ヘ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に

利
用
で
き
る
総
合
公
園
の
整
備
を
図
り
ま
し
た

が
、
こ
の
公
園
の
核
と
な
る
の
が
観
光
の
拠
点
と

な
る
お
も
ち
ゃ
博
物
館
と
運
動
公
園
で
あ
り
ま

す
。
幸
い
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
マ

ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
て
く
れ
た
お
陰
で
、
県
内
外

で
高
い
人
気
を
博
し
、
オ
ー
プ
ン
し
て
３
年
で
す

が
入
館
参
加
5
0
万
人
に
達
す
る
勢
い
で
す
。
な
お
、

お
も
ち
ゃ
博
物
館
は
、
平
成
７
年
1
0
月
に
聞
か
れ

た
国
民
文
化
祭
の
会
場
と
な
り
、
秋
篠
官
殿
下
、

同
妃
殿
下
を
お
迎
え
す
る
光
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
中
心
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
ち
づ
く
り

の
核
と
な
る
み
ち
づ
く
り
も
、
建
設
省
か
ら
、

心

拍手の中、初登庁する清水町長

「
ま
ち
づ
く
り
市
町
村
道
整
備
モ
デ
ル
事
業
」
実

施
市
町
村
仁
認
定
さ
れ
、
町
内
道
路
の
整
備
も
大

い
に
促
進
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
生
活
環
境
の
改
善
の
観
点
か
ら
、
懸
案

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
最
終
処
分
場
の
建
設
も
、

地
域
住
民
の
方
々
の
深
い
ご
理
解
に
よ
り
完
成
で

き
、
現
在
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
強
力
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
下
水
道
事
業
も
、
普
及
率
が
県
下
第
２
住
に

道
す
る
程
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、

農
業
集
落
排
水
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ヤ
・
Ｉ
ド
事
業
の
推
進
に
俳
せ

て
、
生
涯
学
習
館
を
完
成
さ
せ
、
中
央
公
民
館
な

ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

幅
広
い
生
涯
学
習
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
、
老
人
保
健
福
祉

の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
各
種
の
施
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
他
市
町
村
に
先
が
け
て
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
介
護

２



保
険
制
度
導
入
に
備
え
て
介
護
支
援
体
制
の
整
備

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た

っ
て
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
推
進
し
、
住
ん
で
心
地
よ
い
ア
メ
ニ
テ

ィ
の
高
い
ま
ち
の
実
現
の
た
め
努
力
し
て
き
ま
し

た
が
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
北
関
東
自
動
車

道
の
建
設
や
新
穀
馬
場
の
移
転
に
加
え
て
、
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
開
催
が
予
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
「
夢
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
緑
園
都

市
・
み
ぶ
」
の
実
現
を
目
指
す
本
町
に
と
っ
て
、

壬
生
総
合
公
園
が
県
立
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
会
場
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
な
弾
み
が
っ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
壬
生
総

合
公
園
の
整
備
、
北
関
東
自
動
車
道
の
建
設
、
さ

ら
に
は
、
県
道
宇
都
宮
・
栃
本
線
な
ど
幹
線
道
路

の
整
備
が
、
国
や
県
の
事
業
と
し
て
一
挙
に
促
進

さ
れ
、
緑
化
フ
ェ
ア
の
開
催
に
向
け
て
準
備
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
、
ぜ
ひ
と

も
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
を
あ
げ
て
、
全
国
か
ら

の
来
訪
者
を
迎
え
る
体
制
づ
く
り
と
花
と
緑
を
大

切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

議
　
長
に
松
井
晴
夫
氏
１

副
議
長
に
小
谷
野
幸
作
氏
カ
就
任

　
町
議
会
議
員
選
挙
後
初
め
て
の
臨
時

議
会
が
４
月
2
4
日
に
開
か
れ
、
議
長
に

松
井
晴
夫
氏
、
副
議
長
に
小
谷
野
幸
作

松井　晴夫氏

氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

小谷野幸作氏

せ
ん
。
こ
こ
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
平
成
1
2
年

に
は
、
公
的
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
の

で
、
介
護
支
援
体
制
の
整
備
が
緊
急
の
課
題
で
す
。

真
に
要
介
護
者
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
介
護
保

険
制
度
を
確
立
す
る
た
め
、
責
任
を
も
っ
て
支
援

体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
二
つ
が
、
今
期
中
に
果
た
す
べ
き
最
も
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で

述
べ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
他
市
町
村
に
先
が
け

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
少
子
化
対
策
や
ス
ポ
ー

常
任
委
員
会
（
０
０
郷
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◇
総
務
常
任
委
員
会
（
定
数
６
）

　
Ｏ
高
橋
　
毅
、
○
粂
川
憲
一
、
浜

　
野
和
子
、
鈴
木
史
郎
、
細
井
敬
一
、

　
水
井
正
成

◇
民
生
経
済
常
任
委
員
会
（
定
数
互

　
Ｏ
川
島
芳
之
、
○
稲
葉
次
雄
、
田

　
中
義
一
、
蔑
葉
　
光
、
小
菅
コ
弥
、

　
佐
藤
善
光

◇
建
設
水
道
常
任
委
員
会
（
定
数
５
）

　
Ｏ
石
村
育
夫
、
○
沖
　
春
雄
、
荒

　
川
誠
一
、
松
井
晴
夫
、
江
田
敬
吉

◇
文
教
常
任
委
員
会
（
定
数
互

　
Ｏ
鈴
木
正
浩
、
○
田
中
一
男
、
石

　
川
昭
三
、
小
谷
野
幸
作
、
高
山
文

　
雄

《公職選挙法の一部改正》

］鉄雄lu暴怒ﾚ1やこ育成|||奈ｻ,ﾘﾘ|秦策士巾i

　最近の各種選挙における投票率は低下傾向にあります。

　このようなことから、有権者の方々がより投票しやすい環境を

整えるため、投票時間の延長、不往者投票制度の改善などを内容

とする公職選挙法の一部が改正されました。

　主な改正内容は、次のとおりです。

◇投票時間が延長され、午後８時までとな
ツ
、
文
化
の
振
胤
ハ
、
さ
ら
に
は
、
不
景
気
の
ど
ん

底
に
あ
る
産
業
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
も
、
積
極

的
な
施
策
を
展
回
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
町
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
、
医
療
施
設
が
整
い
、

上
下
水
道
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
生
活
環
境
の
改
善
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
業
の
推
道
が
図
ら

れ
、
住
み
良
い
ま
ち
と
し
て
評
価
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
健
全
で
効
率
的
な
財
政

運
営
を
続
け
な
が
ら
、
「
夢
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た

緑
園
都
市
・
み
ぶ
」
の
実
現
に
向
け
、
な
お
一
層

の
努
力
を
傾
注
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
町
議

会
を
始
め
町
民
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ります。

◇不在者投票の時間が午後８時までとなります。

　◇不在者投票が認められる事由が緩和され、

　　例えば次のような方も不在者投票ができ

　　るようになります。

　　＊自営業の方などや、冠婚葬祭などの予

　　　定かある方

　　＊レジャーや買い物などの私用で、投票

　　　日に投票区域にいない方

　　＊引っ越しなどをして'、他の市町村に住

　　　んでいる方

　　これらの改正内容は、平成10年６月１日

　から施行されます。

３



平
成
1
0
年
度

　
各
自
治
会
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
く
、
平
成
1
0
年
度

壬
生
町
行
政
協
力
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
５
月
８
日
、
壬
生
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
た
第
一
回
壬
生
町
行
政
協
力
委
員
会
議
の
席

上
、
清
水
町
長
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
協
力
委
員
さ
ん
に
は
、
町
へ
の
要
望
事
項
の
提
出
や
町

か
ら
の
広
報
、
各
種
通
知
の
配
布
を
は
じ
め
、
防
犯
活
動
、
環

境
美
化
、
社
会
福
祉
の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
。

　
こ
こ
に
各
地
域
の
行
政
協
力
委
員
さ
ん
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

壬
生

旭三上仲栄舟城東上今下中下

　好通過　　　東下表　横表表

町町町町町町町合町井町町町

山

岸

和

貝

若

林

福

田

英
　
夫

金
一
郎

貞
　
男

修
　
治

大

島

官

治

橋

本

紘

一

万
　
　
　
　
町

上
　
新
　
町

下
馬
木
（
壬
生
）

原馬城城西

　　　　　高

宿場南内野

田
向
稲
荷
内

田内芝平鯖

中山田石田

栄正　勝敏

一之実男彦

至星合前上

卜回

北宮坪坪坪

粕

尾

誠

作

戸

崎

豊

治

至
宝
町
北

六
美
町
北
部

ひ
ば
り
ケ
丘

鈴
　
木

小
　
林

中
　
村

渡
　
辺

鈴
　
木

佐
　
藤

阿
久
津

黒
　
川

須
　
藤

毛

塚

信

士

緑
町
一
丁
目

緑
町
二
丁
目

幸
町
一
丁
目

幸
町
二
丁
目

幸
町
三
丁
目

幸
町
四
丁
目

お
も
ち
や
の
ま
ち

い
　
ず
　
み

六
美
町
南
部
第
一

車
　
　
　
　
塚

六
美
町
南
部
第
二

下
台
団
地

健一

三男

至駅

勝

一
一
一

　
　
　
東

宝
町
南

県
営
壬
生
住
宅

葉
央部厚郷町町

池矢青

　島柳

腰　　豊
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５
月
８
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
に
お

い
て
総
会
が
行
わ
れ
、
平
成
1
0
年
度
の

新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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壬
生
町
自
治
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合
会
は
、
自
治
会

相
互
の
円
滑
な
運
営
と
連
帯
感
あ
ふ
れ

る
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
並
び
に
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
町
内
7
9

自
治
会
の
自
治
会
長
さ
ん
に
よ
り
組

(敬称略)

役　職 氏　名 自治会名

会　長 石　川　昭　三 東　　原

副会長 鈴本部夫 城　　内

ク 福　高　三四郎 安塚南部

理事 山　岸　英　夫 下表町

ク 戸　崎　豊　二 旭　　町

ク 毛　塚　　　豊 上　　坪

ク 犬　森　　　保 桧　　原

ク 鈴　木　理　夫 原　　坪

夕 荒　川　菊　雄 中　　泉

々 糸　井　重　義 落　　合

々 日向野　　　仁 あけぼの

監　事 犬　橋　重　男 車　　塚

ク 川　津　　　守 安塚三

会　計 大　島　官　治 上表町
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町
で
は
、
急
増
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
ゴ
ミ

の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
資
源
ゴ

ミ
回
収
報
償
金
交
付
要
綱
を
制
定
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
ゴ

ミ
減
量
化
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
資
源
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回
収
運
動
に
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力
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ゴ
ミ
を
資
源
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出
し
方
し
だ
い
で
、
ゴ
ミ
が
資
源
と
し
て
生
か
さ
れ
ま
す
。

不
要
と
な
っ
た
新
聞
、
雑
誌
、
段
ポ
ー
ル
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
な
い
で
資
源
ゴ
ミ
回
収
や
古

紙
回
収
業
者
へ
出
す
よ
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に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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始
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ま
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か
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１
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ア
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鉄
　
　
円
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償
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を
交
付
し
ま
す
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ペットボトル回収実績表団体別資源ゴミ・平成９年度

No. 団　体　名 資源ゴミ ペットボトル INo. 団　体　名 資源ゴミ ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ No. 団　体　名 資源ゴミ ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
１ 三修会壬生北剣道教室 Kg 2,775本129 栄　町　育　成　会 3,737晦 500本 57 県営壬生住宅自治会 6,0484

本

２ 睦作業所親睦会 57,138 55,540 ） 壬生小学校ＰＴＡ 16,059 58 幸町四丁目育成会 5,884

３ 馬　場　自　治　会 6,642 2,360 131 幸町二丁目自治会 4,820 59 ルネプラッツ２２ 800
４ 岡谷外道自治会第13班 3,816 3,136 ）2 北小林子供会育成会 12､422 1,619 60 安塚小学校ＰＴＡ 35,569 6,512
５ 安　塚　三　白　治　会 22,594 14､351 坤 東　下　台　育　成　会 7,492 1､810 61 生活改善鹿島クラブ 15,043

６ 壬生町消費者友の会 2,864 ） 至　宝　南　育　成　会 6,570 1,630 62 いずみ自治会育成会 10,959
７ 上　表　町　自　治　会 19,937 5,207 135 睦小学校ＰＴＡ 13,456 7,514 63 上　通　町　自　治　会 12,899 3,059
８ さくらんぽ共同保育園を育てる会

6,195 2,430 36 安　塚　小　児　童　会 1,500 64 中泉子供会育成会 10,263 2,400

９ 雇用促進住宅内育成会 2,938 37 藤井小学校ＰＴＡ 16,580 2,250 65 下　横　町　自　治　会 22､724 7,340
10 車　塚　育　成　会 4,791 980 38 壬生中学校ＰＴＡ 51,681 66 南犬飼中学校ＰＴＡ 22,240｀
１１ 下台団地子供会育成会 4,380 2,939 39 若　草　町　育　成　会 1,640 472 67 県営壬生住宅育成会 7,150
12 中　表　町　自　治　会 6,193 1,374 140 至宝町北育成会 5,351 2,229 68 今　井　白　治　会 2,400

13 第一化成清泉寮 I,200 141 城　南　婦　人　会 2､464 2,872 69 上　町　天　狗　杉　班 5,245 1,6∠μ

14 せせらぎ学園第３班 11,100 5,272 洲 ひまわり会（文化部） 1,800 70 安塚中央鹿島原 15,095 6,970
15 やすづか保育園保護者会 3,803 4,888 143 ゆ　う　が　お　会 5,570 5,540 71 台坪生活改善クラブ 2,126 3,836
16 城　束　町　自　治　会 I,650 ） ひまわり会（スポーツ部） 200 72 一　　　心　　　会 2,792

17 万　町　自　治　会 13､045 8､855 45 神通町子供会育成会 9,703 3,210 73 安塚中央コスモス会 5,916 400

18 緑町一丁目自治会 16,861 7､579 46 羽生田小学校ＰＴＡ 38,989 2,120 74 城　内　自　治　会 7,030 3,950
19 六美町北部育成会 10,503 537 47 壬生束小ＰＴＡ 3,619 75 下　表　町　自　治　会 10,187 5,117
20 壬　生　寺　保　育　園 6,836 7,410 48 ひばりケ丘育成会 2,933 76 壬　　生　　高　　校 2,370 2,000

21 緑町二丁目自治会 9,475 4,260 49 西高野老人クラブ 8,380 77 城　南　長　寿　会 1,890

22 弥　　　生　　　　会 7,802 2,406 50 い　ず　み　野　球　部 10,442 78 フリーマーケットの会 1,900

23 落　合　白　治　会 12,898 12,614 ５１ 六美町南部第二育成会 16,295 79 す　　み　　れ　　会 1､905
24 上田子供育成会 18,970 3,864 52 幸町一丁目育成会 1,936 80 壬生中学校生徒会 9,393
25 い　ず　み　自　治　会 6,671 53 緑町三、四丁目育成会 5,707 1,284
26 稲葉小学校ＰＴＡ 1,800 34 幸町三丁目育成会 1,750

回天§ 唐言回言陽懸膳胆言廬卜 684､808 316,679， 、 ､ ､ i ､ l 4 裳 ｉ

27 落合子ども会育成会 7,279 643 55 六美町南部第一育成会 6､879

28 星　の　宮　育　成　会 7,133 660 56 駅東子供会育成会 20,062 4,750
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ラ
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年
度
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第
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回
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ペ
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回
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☆早獣戦隊ギンガマンシヨー

Err転生』の掛け声と
共に現れた新ヒーロ

ｌ
ｒ
・

　
一

銀河に刻む新伝説・

星獣戦隊ギンガマン

　【午前11時～、

　　　午後１時～】

☆円仁太鼓

☆壬生の祭りと芸能

lr町無形民俗文化財指

　定の壬生の伝統芸能

　　“北小林太々神楽"

　ど上田五段囃子"

　の公演

　　【午前10時～、

　　　午後２時～】

○日

○会

１_ごし一y-’=--｀゜-fﾆ゜-，_ﾆ　丘．‘こ公吏ｉ---．脊脊-==釦匹『気器-.,町≒ぞ゜七

ﾚ諮ＧンＵ乙汽･C尨い口９重J/トy恥匹吠ﾉにｺﾞ

：　９おもちや博物館入館無料

ｇ
ａ
ｕ
ａ
～
ｇ
＆
Ｍ

･r壬生の生んだ世界的　；

　偉人「慈覚大師円仁判

　の生涯を伝える和犬　ｌ

　鼓の演奏　　　　　　：

　　【正　午～】　　　　ｌ

『壬生のあゆみと文化』

時
場

９おもちや博物館入館無料

ｇふれあいイペント（杉山兄弟スーパーシャボン王

　ショー、ピエロバンド（トゥィンクルスターズショ

　ー、フアフア）や風船の無料配布、記念品抽選会

　などの開催や模擬店など。

[◎[県具の日]どはﾍﾟｰ-－…一一一一一つ

　県民一人ひとりが、郷土を見直し、理解と

関心を深め、県民としての一体感と自治の意

１識をはぐくみ、より豊かな栃木県を築きあげ

６月10日（水）～６月24日（水）〔午前９時～〕

町歴史民俗資料館嘔EEID
lﾀﾞ歴史と文化に恵まれた「ふるさと壬生」の歴史

　などを紹介。

ることを期する日として、６月15日が「県民

の目」として制定されました。この目は、明

１治６年、栃木県と宇都宮県が合併し、おおむ
I
l
d
M
‐
I
I
I
S
d ね現在と同じ県域の栃木県が成立した目です。

貫
藩
廟
鴎
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　　｢ルリちやん｣

木

一
Ｊ
ｍ
ｍ
Ｊ
肺
朧
回

…
…
…
…

OF:
～

壬生町県民の日

　記念行事案内(午前10時開場)

☆ふるさと産品直売コーナー

　ly町内各種むらづくり団体による「ふるさと農産加

　　工品」の販売（大納言まんじゅう・こだわりクッ

　　キー・ゆうがおちやん漬物など）、新鮮な地元野

　　菜の直売など

☆健康・ふくし体験

　l;r血圧測定・健康相談コーナー。「８０２０運動」

　　普及クイズ、正解者にすてきな賞品をプレゼント。

　･『車イスやアイマスク着用等によるハンディキャッ

　　プ体験。盲導犬とのふれあい歩行も体験できるよ。

　ｇ福祉作業所で包装された「夢クロス」の無料配布等

☆ゆれてクラクラ（消防防災展示コーナー）

　ａ･火災（煙道）・起震車による地震等災害の疑似体

　　験ができるよ。

　lr防災グッズ（救急セット）等の無料配布など。

☆スタンプラリー

　　「ふるさと・ふれあい・みぶの道」

　ly壬生の史跡、寺社を巡り壬生の歴史を散策、完歩

　　者に抽選で、すてきな賞品をプレゼント。

　　　［サイパン旅行（１カップル）］など。

☆見直しませんか。地球環境

　ａ’ファッションフラワー、正座イスなどのリサイク

　　ル実習。

　ａ’消費生活相談コーナーなど。
☆快適・彩適グリーン推進

　ａ･家庭緑化用としでくちなじの苗木を配布

☆みぶの″誉れ″

　ｓ’壬生の特産品「干瓢」、「毎」をご覧ください。

☆食事処・軽食・物販コーナー

　ｓ･かんぴょうそば・うどんや軽食・ジュースなどを

　　販売

☆見て見て″水道＆下水道″

　ｇフレッシュ水道展として漏水チェック、水柱コマ

　　の交換実演など。

　ｇ生き生き下水道展として、県内有数の普及率を誇

　　る町下水道事業を紹介。

　ｇアトラクションとしてサイコロゲームを行い、す

　　てきな賞品をプレゼント。
☆ドーロ＆ロード展

　lyくらしのみちづくり事業･道路整備状況の紹介など。

☆花とみどりのコーナー

　９平成12年の秋に開催される「全国都市緑化とちぎ

　　フェア」の紹介など。

☆不用本リサイクル市

　９図書館での不用木を廉価にて提供（売上金は社会

　　福祉協議会へ寄付）

☆堀内孝雄リサイタルツアー’９８

　９壬生中央公民館、午後６時～、要入場券

○どうゆうの（ＤＯ ＹＯＵＫＮＯＷ）？けんちょう

　　（県業務事業展示コーナー／栃木県上本部、企業庁）

　ｇ栃木県土木部、企業庁内の関係各課による、とち

　　ぎの道・川づくり、都市公園、第17回全国都市緑

　　化とちぎフェア、ＲＤＦ発電システム、電気事業

　　などのコーナーを設け紹介。

○海を見に行こうよ　北関東道（日本道路公団）

　ａ引ﾋ関東自動車道に関する展示や道路公団事業の紹

　　介。

○マルチメディア展示（ＮＴＴ栃木）

　９パソコン、テレビ電話システム紹介。

Ｏ郵便局コーナー（壬生郵便局）

　９記念切手、はがきなどの紹介、販売。

○ＪＡあぜみちショップ（ＪＡみぶ女性部会）

　ｇ焼き鳥、フランクフルトなどの販売。

協　賛
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◆
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
◆

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
・
団
員
２
０
３
名
）
の
第
1
7
回
壬
生
町
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
大
会
が
４
月
1
9
日
、
町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
４
月
に
新
団
員
（
5
2
名
）
を
迎
え
、
団
員
の
士
気
高
揚
と
消
火
技
術

の
習
得
・
向
上
を
目
指
し
、
例
年
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
団
員
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
４
月
５
日
の
新
団
員
訓
練
に
始
ま
り
、
２
週

間
に
わ
た
る
訓
練
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
連
日
雨
に
た
た
ら
れ
た
た
め
、

休
日
を
返
上
し
て
の
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
（
７
部
）
と
小
型
ポ
ン
プ
（
８
部
）
の
部
に
分
か
れ

行
わ
れ
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
統
制
の
と
れ
た
か
け
声
と
連
携
動
作

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

W

Ｏ
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
３
分
団
第
１
部
（
北
小
林
、

　
　
　
　
安
塚
地
区
、
上
長
田
、
お
も

　
　
　
　
ち
ゃ
の
ま
ち
地
区
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
第
１
部
（
稲
葉
下

　
　
　
　
揚
水
、
上
町
、
下
言

三
　
位
　
第
１
分
第
４
部
（
馬
場
、
原

　
　
　
　
宿
、
田
向
稲
荷
内
、
上
坪
、

　
　
　
　
前
宿
坪
、
台
坪
）

Ｏ
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
５
部
（
釜
ケ
渕
、

　
　
　
　
原
坪
、
鹿
島
）

　
　
　
　
根
号

三
　
位
　
第
２
分
団
第
４
部
（
鰹
沼

　
　
　
　
東
雁
、
福
和
田
）

生
町
・
上

寺
町
）
で

-－

８
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幼
児
、
高
齢
者
、
車
い
す
利
用
者
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
の
視
点
に
立

っ
て
道
路
構
造
や
歩
行
空
間
の
安
全

性
・
利
便
性
を
見
つ
め
直
す
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
点
検
」
が
４
月
1
0
日
、
お
も
ち

ゃ
の
ま
ち
駅
か
ら
狽
協
医
科
大
学
病
院

へ
至
る
県
道
及
び
周
辺
町
道
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
点
検
に
は
、
車
い
す
利
用
者
を
含
む

一
般
参
加
者
の
ほ
か
、
県
土
木
事
務
所
、

:万尚領収万言や:

契約書と

ﾚ
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私
た
ち
は
日
常
の
生
活
の
中
で
、
い

ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
、
受
け

取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

文
書
の
中
に
は
、
印
紙
税
の
か
か
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
印
紙
税
の
あ
ら
ま
し
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
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＆
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栃
木
県
警
、
町
職
員
な
ど
約
5
0
名
が
参

加
し
、
徒
歩
ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
用
意
さ
れ
た
車
い
す
に
乗
っ
て
歩
道

を
進
み
、
段
差
の
高
さ
や
標
識
の
位
置

な
ど
を
点
検
、
気
付
い
た
こ
と
や
問
題

箇
所
を
記
録
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
点
検
を
基
に
改
善
策
を
検

討
し
「
人
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
」

を
因
っ
て
い
き
ま
す
。

　
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
は
2
0
種
類
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

領
収
書
を
は
じ
め
、
金
銭
の
借
用
証
書
、

家
を
購
入
又
は
建
築
す
る
と
き
に
作
成

す
る
不
動
産
売
買
契
約
書
や
建
築
請
負

契
約
書
、
毎
月
の
地
代
や
家
賃
を
支
払

う
と
き
に
作
成
す
る
受
取
通
帳
、
更
に
、

手
形
、
株
券
、
預
金
通
帳
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
契
約
書
に
は
、
既
に
成
立
し
て
い
る

契
約
の
内
容
を
変
更
し
た
り
、
新
た
な

内
容
を
追
加
す
る
契
約
書
や
、
本
契
約

を
結
ぶ
前
に
作
成
す
る
予
約
の
契
約
書

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
受
取
通
帳
や
判
取
帳
等
を
１
年
以
上

に
わ
た
り
使
用
す
る
場
合
に
は
、
新
た

車
い
す
に
乗
り
、
段
差
な
ど
を
検
証

な
通
帳
等
を
作
成
し
た
も
の
と
し
て
、

ま
た
、
一
定
金
額
以
上
の
付
込
み
を
し

た
場
合
に
は
、
別
途
新
た
な
文
書
を
作

成
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
印
紙

税
が
か
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
か
ど

う
か
は
、
文
書
の
名
称
や
形
式
的
な
記

載
文
言
に
よ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
文
書
の

内
容
等
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

　
ご
泥
飼
税
額
等
が
記
載
さ
れ
た

　
契
約
言
等
の
記
載
金
額
は
》

　
不
動
産
売
買
契
約
書
な
ど
の
第
言
万

文
書
、
建
物
建
築
請
負
契
約
書
な
ど
の

第
二
号
文
書
、
領
収
書
な
ど
の
第
十
七

文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
消
費
税
及
び

県
１
位
以
上
の
活
躍
を
た
た
え
る

　
平
成
９
年
度
に
文
化
・
芸
術
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
種
大
会
に
お
い
て

県
１
位
以
上
の
成
績
を
お
さ
め
た
児

童
・
生
徒
を
広
報
み
ぶ
４
月
号
で
紹
介

し
ま
し
た
が
、
次
の
児
童
が
新
た
に
町

長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

○
平
成
９
年
度
県
下
学
童
ジ
ュ
ニ
ア
ス

　
キ
ー
大
会

　
メ
イ
プ
ル
大
会

地
方
消
費
税
の
金
額
が
具
体
的
に
区
分

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
全
額
を
契
約
金
額

に
含
め
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
収
入
印
紙
を
誤
っ
て
貼
っ
た
と
き
》

　
印
紙
税
の
か
か
ら
な
い
文
書
に
、
印

紙
税
を
納
め
る
つ
も
り
で
収
入
印
紙
を

貼
っ
た
り
、
納
め
る
べ
き
印
紙
税
の
額

以
上
の
収
入
印
紙
を
貼
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
文
書
を
税
務
署
に
持

参
し
、
一
定
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
誤
っ
て
納
め
た
印
紙
税
額
の

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
《
誤
り
や
す
い
取
り
扱
い
》

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

小
学
５
年
第
１
位

　
　
　
　
　
　
５
年
　
石
田
憲
二
郎

○
竿
3
0
回
記
念
下
野
教
育
書
道
展

　
金
賞
　
　
　
　
５
年
　
粂
川
さ
や
か

Ｏ
第
4
5
回
蒲
生
君
平
書
道
展

　
特
別
賞
　
　
　
２
年
　
落
合
　
慶
子

○
金
銭
の
授
受
が
行
わ
れ
た
際
に
発
行

　
さ
れ
る
「
レ
シ
ー
ト
」
は
、
名
称
が

　
領
収
書
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
金

　
銭
の
受
取
事
実
を
証
明
す
る
も
の
で

　
す
か
ら
、
金
銭
の
受
取
書
と
し
て
印

　
徴
税
が
か
か
り
ま
す
。

○
「
納
品
書
」
、
「
お
買
上
票
」
等
の
名

　
称
の
文
書
で
も
、
金
銭
の
受
取
事
実

　
を
証
明
す
る
も
の
、
又
は
、
「
領
収

　
済
」
等
の
押
印
が
あ
る
も
の
も
金
銭

　
の
受
取
書
と
し
て
印
紙
税
が
か
か
り

　
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
（
�
2
2
－

０
８
８
５
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

９
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群
馬
県
高
崎
市
か
ら
茨
城
県
ひ
た
ち

な
か
市
を
結
ぶ
北
関
東
自
動
車
道
の
都

賀
町
～
圭
二
川
町
間
の
工
事
が
着
々
と

道
む
な
か
４
月
1
7
口
、
「
旭
川
橋
」
の

橋
げ
た
を
つ
な
げ
る
締
結
式
が
旭
川
橋

現
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
思
川
橋
は
、
旭
川
に
架
か
り
都
賀
町

（
家
中
）
と
壬
生
町
（
下
稲
葉
）
を
結

ぶ
も
の
で
、
幅
が
片
側
約
1
0
ｍ
、
橋
の

長
さ
が
４
１
０
ｍ
、
取
り
付
け
の
高
架

部
分
を
含
め
る
と
４
７
５
ｍ
に
な
り
ま

す
。

橋
げ
た
最
後
の
ボ
ル
ト
を

　
　
　
　
　
締
め
る
清
水
町
長
（
右
側
）

ョ
　
　
号
・
　
　

レ

ー
　

・
・
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‐ ‐
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．
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一・
．
．
．
　
七
百
・
白
ゴ
ブ
リ
一
万
万
プ
ラ

丁

傷
ソ
ゾ
走
．

　
締
結
式
に
は
清
水
町
長
、
青
木
都
賀

町
長
や
工
事
関
係
者
が
出
席
、
上
り
線

の
橋
げ
た
を
つ
な
ぐ
最
後
の
ボ
ル
ト
を

互
い
に
締
め
ま
し
た
。
橋
は
、
今
後
路

面
の
基
礎
と
な
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

／／゛

床
板
の
工
事
に
入
り
、
平
成
Ｈ
年
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　./’
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な
ご
り
惜
し
い
別
れ
と
新
し
い
出

会
い
の
季
節
、
町
内
の
８
つ
の
小
学

校
で
は
、
４
月
９
日
に
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
訪
れ
た
壬
生
来
小
学
校

（
栗
原
香
明
校
長
）
で
も
、
6
4
名
の

新
１
年
生
が
上
級
生
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
た
ち
に
拍
手
で
迎
え
ら

れ
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
た
表
情
で

席
に
つ
き
ま
し
た
。
で
も
、
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
元
気
よ
く
返
事
を
し
、

校
長
先
生
や
来
賓
の
方
々
の
、
お
祝

い
の
言
葉
に
耳
を
澄
ま
し
て
い
ま
し

た
。

ノ

入
学
式
（
壬
生
来
小
学
校
）

壬
生
の
偉
人
・
義
人
た
ち
（
十
二
）

と
が
ま
た
い

利
鎌
隊
メ
ン
バ
ー

雄
琴
神
社
神
官
、
利
鎌
隊
隊
長

　
　
黒
川
　
豊
麿
（
く
ろ
か
わ
と
よ
ま
ろ
）

　
　
　
　
１
８
４
２
年
（
天
保
1
3
年
）
～
　
１
９
０
４
年
（
明
治
3
7
年
）

幼
名
は
静
馬
。
父
は
雄
琴
神
社
の
神
　
宮
の
下
に
配
属
さ
れ
、
上
野
彰
義
隊
討

官
・
黒
川
豊
前
正
勝
正
で
す
。
戊
辰
戦

争
が
始
ま
る
と
有
桶
川
宮
鍛
仁
親
王
に

仕
え
、
同
志
の
神
職
1
2
名
と
「
利
鎌
隊
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

　
豊
麿
は
利
鎌
隊
隊
長
と
し
て
有
桶
川

｜

黒川　豊麿

伐
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
功
に
よ
り

有
桶
川
宮
が
「
帝
道
雄
二
と
大
書
し

た
旗
を
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、

有
桶
川
宮
の
意
向
に
よ
り
幼
名
静
馬
を

豊
麿
と
改
め
ま
し
た
。

　
上
野
の
戦
い
以
後
、
利
鎌
隊
に
入
隊

す
る
者
が
増
え
、
平
梅
村
（
栃
木
市
）

に
文
武
稽
古
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
下
都
賀
郡
神
職
取
締
支
所
長
な

ど
県
神
職
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。

｜

　
壬
生
著
領
中
村
名
主
、
利
鎌
隊
の
代
表
者

　
　
　
刑
部
　
善
十
郎
（
お
さ
か
べ
　
ぜ
ん
じ
ゆ
う
ろ
う
）

　
　
　
　
　
１
８
４
５
年
（
弘
化
２
年
）
～
　
１
８
９
３
年
（
明
治
2
6
年
）

　
幼
名
は
已
佐
次
郎
。
そ
の
後
、
治
通
　
農
兵
組
織
の
確
立
と
利
鎌
隊
の
結
成
に

と
改
名
。
父
は
家
中
名
主
十
三
代
別
邸
　
尽
力
し
ま
し
た
。

孝
一
郎
喜
治
で
す
。
そ
の
後
、
名
主
職
　
　
利
鎌
隊
は
、
勤
皇
隊
と
し
て
公
認
さ

を
継
ぎ
、
同
時
に
善
十
郎
治
通
と
改
め

ま
し
た
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
国
学
を
学

び
、
戊
辰
戦
争
に
深
い
関
心
を
持
ち
、

-

刑部善十郎

れ
、
主
と
し
て
治
安
維
持
に
活
躍
し
ま

七
だ
。
入
隊
す
る
者
も
増
え
、
１
８
６

８
年
（
明
治
元
年
）
利
鎌
隊
文
武
稽
古

所
を
設
立
し
ま
し
た
が
、
資
金
難
の
た

め
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
善
十
郎
は
名
主
戦
を
動
め

ま
し
た
が
多
病
の
た
め
そ
の
戦
を
離

れ
、
真
澄
と
改
名
し
ま
し
た
。

㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ - - - - － 一 一 - 一 一
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　町では、少子化時代に子育てを行う両親へ

の支援策として、第３子以降のお子さんを養

育する方に「すこやか子育て支援金」を交付

していますが、この制度の対象になられまし

た″すこやかベビー″に登場願いました。
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ゴ
ミ
は
堆
肥
に
し
、
燃
え
る

ミ
は
燃
や
し
て
、
出
す
ゴ
ミ

を
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
ゴ
ミ
焼
却
の
煙
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
今
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
燃
や
し

て
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
発
生
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
（
堅
蔵
・
主
婦
）

.,……j　・....,....2

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は
、
２
百
種

類
も
あ
る
も
の
の
総
称
で
、
毒

性
も
い
ろ
い
ろ
で
す
。
発
ガ
ン
性
が
高

く
受
胎
率
の
低
下
な
ど
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
総
排
出
量
の

８
～
９
割
が
ゴ
ミ
焼
却
か
ら
出
る
も
の

で
す
。
焼
却
炉
の
温
度
が
８
０
０
度
以

上
に
維
持
で
き
れ
ば
、
そ
の
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
塩

壬
生
町

　
　
消
費
者
友
の
会

化
ビ
ニ
ー
ル
製
品
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

な
ど
の
塩
素
を
合
む
物
質
を
燃
や
す
と

発
生
し
ま
す
か
ら
家
庭
で
少
量
燃
や
し

て
も
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
に
は
、
大

量
消
費
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
、
ゴ
ミ
を
ど
う
減
ら
す
か
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
や
今
、

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
リ
サ
イ
ク

ル
運
動
を
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

◇
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
�
０
２
８
－
６
６
５
－
７
７
３
（
ｘ
‥
）

ぺ
う
四
隣
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「
昔
は
農
作
業
に
馬
を
使
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
る
が
、
今
は
機
械
を
便
う
の

で
本
当
に
便
利
に
な
っ
た
。
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

赤
羽
根
一
男
さ
ん
、
フ
ヨ
さ
ん
夫
妻
は

昭
利
1
7
年
に
結
婚
し
て
以
来
、
５
年
ほ

ど
前
に
息
子
さ
ん
が
後
を
継
ぐ
ま
で
、

密達者　　ソ

カッフル⑩

中　央
赤羽根

藤井小学校6年

　　橋　本

一男さん(８３)

フヨさん(８０)夫妻

ス
ケ

ッ
チ
斜

　　　海底の神秘さに魅せられて

　　　　　　　　安塚一　　入江　玲子さん

　「物を作るというのが好きで、現在、専門学校

でコンピュータによる製図関係の勉強をしていま

す」という玲子さん。

　趣味は、オリジナルな作品を作るのが楽しみな

レザークラフトと、海底の神秘さに魅せられて始

めたというスキューバダイビングに今熱が入って

いるそうで、今年の夏も伊豆方面の海に潜る予定

でいるそうです。

譲

｢水のいきもの｣

　藤井小学校３年

　　　　山　川　慶　－

一

腸
◎
⑩
昌

12



5
0
年
以
上
に
わ
た
り
農
業
を
営
ん
で
き

ま
し
た
。

　
大
正
４
年
に
生
ま
れ
た
一
男
さ
ん

は
、
稲
葉
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
実

家
の
農
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
フ
ヨ
さ
ん

も
、
同
じ
く
稲
葉
尋
常
小
学
校
を
卒
業

し
、
結
婚
す
る
ま
で
実
家
の
農
業
の
手

伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
代
の
頃
の
一
男
さ
ん
は
、
陸
上
の

長
距
離
選
手
と
し
て
県
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
。
国
体
に
出
場
の
予
定
で
し

た
が
、
折
し
も
戦
争
で
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
農
業
や
地
域
活
動
で
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い

う
一
男
さ
ん
が
、
今
ま
で
を
振
り
返
っ

　
北
小
林
公
民
館
前
の
広
場
で
、
田
植

え
の
季
節
を
前
に
太
陽
と
月
に
好
天
な

ど
を
祈
る
北
小
林
地
区
の
祭
り
「
天
祭
」

が
４
月
2
3
日
、
4
2
年
の
歳
月
を
越
え
て

復
活
し
ま
し
た
。

　
祭
り
の
際
、
祈
り
を
さ
さ
げ
る
場
と

な
る
組
み
立
て
式
の
屋
台
は
２
階
建
て

で
、
前
回
（
昭
和
3
1
年
）
の
大
祭
以
来
、

分
解
さ
れ
た
状
態
で
宝
蔵
に
収
納
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
屋
台
は
約
１
５
０

年
前
の
作
で
、
屋
根
・
壁
の
一
部
に
は

農
作
業
の
様
子
や
竜
の
彫
刻
な
ど
が
施

て
一
番
天
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
羽
生
田
　
一

地
区
に
農
協
の
集
荷
揚
を
作
っ
た
時
だ

と
い
い
ま
す
。

　
　
「
健
康
維
持
に
は
運
動
が
大
切
」
と

い
う
一
男
さ
ん
は
、
町
内
の
用
事
で
あ

れ
ば
自
転
車
で
出
か
け
、
時
に
は
フ
ヨ

さ
ん
を
乗
せ
て
送
り
迎
え
を
す
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
健
脚
ぶ
り
で
す
。
お
二

人
の
趣
味
は
花
の
栽
培
で
、
水
や
り
や

草
む
し
り
な
ど
の
世
話
を
す
る
こ
と
が

日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
た

り
で
温
泉
に
行
く
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ

と
つ
で
す
。

チピッ子アルバム

(写真左から)

(駅　東)

こうへい

|功平ちゃん（8か月）

　　（父）学資神　昌司さん

　　（母）　ク　　右記さん

お母さんから一言

裕太ちゃん（２歳7か月）、和也ちゃん（1歳）

(落　合)
　　（父）渡辺　修二さん

　　（母）々　春已さん

お母さんから一言

　　　兄弟仲良く、わんぱくでもいい　　　　　　　　　　　健康でやさしい子になってね。

　　　たくましく育ってね。

　　「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを添えて

13　町総務部企画財政課広報広聴係（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。

さ
れ
て
お
り
、
祭
り
の
前
日
に
、
ク
レ

ー
ン
車
な
ど
も
使
い
手
探
り
の
状
態
で

組
み
上
げ
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
、
屋
台
の
１
階
で
お
囃
子

の
演
奏
、
２
階
で
祈
祷
が
行
わ
れ
、
幣

束
を
掲
げ
た
参
加
者
が
屋
台
の
周
り
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
幣
束
を

神
木
に
く
く
り
っ
け
、
4
2
年
ぶ
り
の
祭

り
を
終
え
ま
し
た

　
今
回
は
屋
台
の
組
み
立
て
方
の
確
認

な
ど
を
兼
ね
て
小
規
模
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
来
年
か
ら
は
本
格
的
に
大
祭
が

復
活
す
る
予
定
で
す
。



駅
東
自
治
会

　
駅
東
自
治
会
（
伊
藤
賜
一
会
長
）
で

は
育
成
会
と
協
力
し
、
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
な
ど
が
参
加
し
て
「
少
年
非
行

問
題
・
交
通
事
故
防
止
を
考
え
る
会
」

を
４
月
1
7
目
、
駅
東
自
治
会
公
民
館
で

開
き
ま
し
た
。

　
会
に
は
栃
木
警
察
署
壬
生
交
番
の
稲

垣
所
長
、
篠
原
教
育
長
、
壬
生
中
学
校

か
ら
生
徒
指
導
・
交
通
指
導
担
当
教
諭

ら
が
招
か
れ
、
少
年
非
行
の
概
況
や
学

校
と
地
域
の
関
わ
り
、
同
地
区
の
通
学

路
に
つ
い
て
な
ど
の
説
明
・
講
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
途
中
、
参
加
者
の
質
問

も
交
え
な
が
ら
、
学
校
・
地
域
・
家
庭

の
当
事
者
な
ら
で
は
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
る
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し

た

　○

　
栃
木
県
明
る
い
社
会
づ
く
り
協
議

会
壬
生
支
部
（
田
中
義
一
会
長
）
で

は
４
月
３
日
、
町
教
育
委
員
会
を
通

じ
て
、
新
入
学
児
童
の
黄
色
い
帽
子

３
８
７
個
を
町
内
８
小
学
校
に
贈
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
入
学
児
童
が
支
通
事

故
に
遭
う
こ
と
な
く
、
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
い
、
同
支
部
活
動

の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

-

篠
原
教
育
長
に
ノ
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
手
渡
す
坂
田
会
長

無事故を願いー一一……一一一一-ﾌ

ﾉ｡--､､ノー/ヽをプレtだlントＪ

　壬生町交通安全協会（坂田佐一郎会長）で

は４月20日、町教育委員会を通じて、交通安

全を呼びかけるノート（４２０冊）を新入学

児童に贈りました。

　ノートには、新入学児童が交通事故などに

遭う事がないようにとの願いが込められ、“う

んてんしゅさん　ちいさなぼくがみえます

か？”の平成10年交通安全スローガンが印刷

されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

戦
役
者
等
合
同
慰
霊
祭
行
わ
れ
る

　
町
慰
霊
牌
管
理
委
員
会
（
三
上
流
市

会
長
∇
王
催
の
戦
没
者
等
合
同
慰
霊
祭

が
４
月
７
日
、
祈
り
か
ら
の
雨
の
た
め

会
場
を
慰
霊
牌
前
か
ら
東
雲
荘
の
中
へ

移
し
、
遺
族
会
、
軍
恩
会
、
日
傷
会
関

係
者
な
ど
釣
8
0
名
が
参
列
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
先
の
大
戦
で
、
祖
国
の
礎
と
な
り
尊

い
命
を
落
と
し
た
８
０
０
金
札
の
英

霊
に
向
け
て
三
上
会
長
が
祭
文
を
奏
上

し
、
つ
づ
い
て
清
水
町
長
、
県
・
郡
の

遺
族
連
合
会
長
ら
が
追
悼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
町
文
化
協
会
の
大
橋
会
長

に
よ
る
奉
吟
の
後
、
参
列
者
全
員
で
白

菊
の
花
を
献
花
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
午
後
に
は
、
東
雲
児
童
公
園

広
場
で
少
年
剣
道
の
奉
納
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
‐
‐
一

少
年
剣
士
た
ち
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
奉
納
試
合
の
よ
う
す
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－
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－
ｒ
－
・

青
少
年
健
全
育
成
歩
け
歩
け
大
会

自
然
に
親
し

　
　
　
　
さ

み

な

わ

や

か

な

汗

　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
高
山
文

雄
会
長
）
主
催
の
第
1
6
回
壬
生
町
青
少

年
健
全
育
成
歩
け
歩
け
奉
仕
大
会
（
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
上
が
４
月
2
9
日
、
稲
葉

小
学
校
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー
ス
に
親

子
連
れ
な
ど
、
約
４
５
０
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
歩
け
歩
け
奉
仕
大
会
は
、
親

子
や
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
図
り
な
が

ら
、
大
会
趣
旨
に
賛
同
し
た
ス
ポ
ン
サ

ー
の
名
の
入
っ
た
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
て

　　　　叩痴.｀ッ=＼､rnjS9==儲り9J;4………ll5?j=ズ

　　　　ノ　ー゛‘Ｋ／ｌ鳶あ4=MSS414941･゛唯k｣'Qs　下都賀漁業協同組脊壬生支部……………(鈴木利一支部長)に

よる恒例のアユの放流が、羽生田通学橋付近の黒川で

重さにして約

れ、すでに放

と合わせて３

行われました。　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　体長8～10cmほどの稚魚１万・午匹、

　100kgが運搬車から

一皮を終えた東雲橋ご

もj.j放さ=れました。

やゴミは捨てない　ｌ

＿　　　ﾉｰ-一一

お願いします。

　また、５

　きれいな

ようご協力

を……

゜iiiii':゜籐ﾌﾞ1……゜i'

流

歩
き
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
代
を
町
社
会
福
祉
協

議
会
や
（
財
）
栃
木
県
ア
イ
バ
ン
ク
、

（
財
）
栃
木
県
盲
導
犬
セ
ン
タ
ー
な
ど

へ
寄
付
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ー
に
参
加
す
る

こ
と
が
そ
の
ま
ま
社
会
奉
仕
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
初
夏
を
思
わ
せ
る

陽
気
の
中
ご
統
抱
き
の
桧
“
な
ど
を
回

る
「
歩
い
て
自
然
を
楽
し
も
う
」
と
名

付
け
ら
れ
た
約
６
㎞
の
コ
ー
ス
に
、
コ

　
　
　
）

マ
図
を
頼
り
に
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
の
建
ち
並
ぶ
な
か
を

元
気
に
歩
く
参
加
者

幸
四
会
ヂ
半
裁
が
優
勝

　
郡
民
体
育
祭
へ
出
場
権
を
か
け
た
壬

生
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ー
ル
協
会
（
渡
部
和
平

会
長
）
主
催
の
第
８
回
壬
生
町
親
善
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
３
月
2
8
日
、
町
総

合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
2
6
チ
ー
ム
が

参
加
、
郡
民
体
育
祭
へ
の
出
場
を
目
指

し
て
各
試
合
と
も
息
を
つ
か
せ
ぬ
好
ゲ

ー
ー
ム
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

試
合
結
果

　
　
優
　
勝
　
幸
四
会
チ
ー
ム

　
　
準
優
勝
　
鍬
下
台
チ
ー
ム

　
　
三
　
位
　
安
　
塚
チ
ー
ム

　
な
お
、
優
勝
し
た
幸
四
会
チ
ー
ム
と

準
優
勝
の
泉
下
台
チ
ー
ム
は
５
月
７
日

に
行
わ
れ
た
郡
民
体
育
祭
に
出
場
、
幸

四
会
チ
ー
ム
が
三
位
入
賞
す
る
な
ど
、

各
チ
ー
ム
健
闘
し
ま
し
た
。

訂
　
正

　
４
月
号
1
6
ペ
ー
ジ
、
「
私
の
作
品
」

の
記
事
中
、
壬
生
小
学
校
４
年
　
中
荒

月
恰
志
君
は
、
壬
生
小
学
校
４
年
　
中

荒
井
怜
志
君
の
誤
り
で
す
の
で
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

確
実
に
時
を
知
ら
せ
る
朧
時
計

健
康
で
あ
る
証
と
お
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

よ
き
平
も
な
け
れ
ど
不
況
の
風
当
る

こ
と
も
な
し
職
を
退
き
た
る
後
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
　
壮

こ
の
事
は
内
証
で
す
よ
と
言
い
な
が
ら

自
分
自
身
で
言
い
ふ
ら
す
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

減
反
を
す
る
ほ
か
は
な
き
農
政
か

息
子
は
黙
っ
て
種
籾
浸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

俳
　
　
句

う
ら
ら
か
や
姿
は
見
え
ね
鳶
の
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

橋
く
ほ
ど
に
青
き
増
し
た
る
草
の
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

人
ど
こ
か
抜
け
ゐ
る
が
ょ
し
葱
坊
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

句
集
読
む
春
の
灯
を
ひ
く
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
茂
弥
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　自衛官をめざす方、また自衛隊について詳細を知

りたい方は、自衛官募集相談員にご相談ください。

写
真
右
か
ら
増
田
さ
ん
、
稲
葉
さ
ん
、

久
保
田
さ
ん
、
船
越
さ
ん
、
粂
川
さ
ん
、

早
乙
女
さ
ん
の
各
相
族
長
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

○自衛官募集相談員名簿 (敬称賂)

氏　名 住　　　所 電話番号

早乙女善明 壬生町大字安塚884－14 ８６－３０６６

粂川　フミ ク　大字上田98－1 ８６－２５８０

船越　柴吉 ク　駅東町９－５ ８２－５３６５

久保田和文 ク　大字七ツ石88－2(勤務先) ８２－２２６１

稲葉　富蔵 々　本丸2 －21－ 7 ８２－３５２１

増田　芳郎 々　中央町7 －11 ８２－０３０５

総人□

=

……

…

男ﾌ…………

　･5月１日現在

40,009人（　22）

繊7政人犬（4=10=）

（

）内は前月比

こなたのお2濡:゛¨"'i'dl1｡゜　　ljllll､ｽﾞ、i‥　‥‥===

　　『ﾘが9嬬直焼8鼠ヵ､／

　栃木県では、ゴミ減量化、再生利用の推進を図るため、
ゴミの減量化やリサイクル活動を積極的に取り組んでいる
小売店（商店・スーパー・百貨店等）を認定する制度です。

　認定を受けるには、次のようなゴミの減量やリサイクル
活動を一つ以上実施していることが必要です。

　①簡易包装の実施（包装紙、袋等の簡易化）
　②空き缶、牛乳パック、トレイ等の店頭回収
　③エコマーク商品などの環境保全型商品の販売促進
　④トレイ等使い捨て製品の使用自粛
　⑤買い物袋持参運動
　⑥広告チラシ、事務所用紙など紙の使用抑制及び再生
　　紙の利用
　⑦取り扱い商品のリサイクルや修理、リフォーム
　⑧その他創意工夫による活動

申請方法は？

　県環境整備課又は町民生部保健課にある所定の申請用紙
により、認定を受けようとするお店が所在する市町村役場
の担当課に申請してください。

16

１

２

環境問題に積極的に取り組んでいる姿勢がアピールで
き、お店のイメージアップにつながります。

「リサイクル推進店」の名称とシンボルマークを使用
して、自らＰＲすることができます。

３．県では、広報等を通じ、「リサイクル推進店」の利用
　　を積極的にＰＲします。

==l;iJ!;J間･吉泄缶y=･

　　・板i木μ再生話頭ｕ廠舎Ｍ漿4竟誓E僻Ｈ果fio28-623- 3 1 0 7

　　・町jE茫生舎Ｍ恥僧11渫ｆｌ８２－１ ２ ３ ４ 内絹１１ ０ ８

寄
　
付

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

合
２
万
１
千
円
①
（
有
）
ハ
ニ

ー

代
行
縁

合
１
万
円
⑩
　
　
　
（
株
）
県
南
環
境
拝

金
１
万
４
千
５
２
１
円
⑩

　
　
　
　
壬
生
町
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
公
孫

合
５
千
７
９
８
円
⑩

　
　
　
　
ａ
ｍ
・
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
店
様

合
５
千
円
①
　
　
　
　
匿
　
名
　
　
様

合
２
万
１
２
０
円
①
　
高
橋
合
一
郎
様

合
５
万
円
①
　
　
　
小
倉
　
新
治
様

金

1 0
万
円
⑧

　
濁
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部

　
　
　
　
　
　
お
花
見
実
行
委
員
会
縁

合
５
万
円
⑩

　
　
　
　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

合
１
万
円
⑩
　
　
　
（
株
）
県
南
環
境
様

－
－
―
―
―
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
‐
－
―
－
－
－
－
－
－
－
－
－
―
－
―
－
－
－
－
―
－
－
－
－
－
－
－
―
－
－
―
－

　
　
　
）

おが　　●●
早大納　国町
や変期民県
匹に錆

付ム際納－-ヽ

しａ°期６　１まいC4ﾐ限月期
しま　　６分及
仁謁ぷ皆皆

゜で窓口　納
　、□‾　‾

６
月
の
納
税
等

　
農
作
業
が
忙
し
く
な
る
こ
の
時
期

は
、
毎
年
、
混
作
業
中
の
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
で
特
に
目
立
つ
の
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
機
械
の
操

作
中
に
起
こ
る
事
故
で
、
全
体
の
約
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
乗
用
型
ト
ラ
ク

タ
ー
の
転
落
・
転
倒
、
歩
行
型
ト
ラ
ク

タ
ー
で
の
挟
ま
れ
事
故
、
混
用
運
搬
車

の
転
落
・
転
倒
な
ど
が
直
接
の
原
因
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
農
作
業
事
故
を
防
ぐ
に

は
、
作
業
前
に
機
械
の
点
検
・
整
備
、

資
材
の
準
備
を
整
え
、
計
画
的
な
作
業

を
心
掛
け
る
こ
と
と
、
慣
れ
た
作
業
や

機
械
の
扱
い
で
も
油
断
し
な
い
こ
と
、

自
分
の
体
調
な
ど
を
考
え
、
無
理
を
せ

ず
に
農
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

農
作
業
事
故
防
止
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